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【治療の対象となる患者さんの症状】

外傷性軟骨欠損症（スポーツや事故による損傷）

離断性骨軟骨炎（若年層のスポーツなどによる繰り返しの負荷で軟骨と骨が剥離する疾患）

変形性膝関節症（加齢・肥満・外傷などによる広範囲にわたる軟骨損傷）
    （早期から中期に限られます）

    （重度の変形には使用できません）

メリットは、患者さん自身の細胞を使用するため拒絶反応がほとんどないことと、移植部を欠損
するまえの状態に近づけることで痛みなどの症状の緩和や関節の動きの改善が期待できます。

ご自分の膝を温存することで、我慢することないアクティブな毎日を取り戻しませんか。
お気軽にご相談ください。


